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第１章 計画の見直しにあたって 

 第１節 計画見直しの趣旨 

尾張旭市教育振興基本計画（以下「計画」という。）の期間は、２０１４

年度（平成２６年度）から２０２３年度までの１０年間としていますが、

前期の５年が経とうとし、計画策定時からの制度改正や社会情勢の変化な

どを勘案すると、計画の内容に食違いが生じています。 

ここで必要な見直しを行うものとします。 

 

第２節 計画見直しの背景 

計画の見直しにあたり、本市を取り巻く教育環境の変化や近年の動向を

確認しました。 

 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律の改正 

 平成２７年４月に施行された「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」

の改正法により、第一に、教育行政の責任体制の明確化、第二に、迅速な危

機管理体制の構築、第三に、地域の民意を代表する首長との連携の強化、第

四に、いじめによる自殺事案等の問題に対して、国が最終的な教育行政の責

任を果たせるようにすることとされました。 

 

いじめ防止対策推進法の施行 

 平成２５年９月に施行された「いじめ防止対策推進法」の規定に基づき、

いじめの防止、早期発見、対処のための対策を総合的かつ効率的に推進でき

るよう尾張旭市いじめ防止基本方針を定めました。今後は学校の設置者及び

その設置する学校が講ずべきいじめの防止等に関する措置や、重大事態への

対処等が求められています。 

 

道徳の教科化 

道徳教育の実質化及びその質的転換を図るため、文部科学省においては、

平成２７年３月に、これまでの「道徳の時間」を「特別の教科 道徳」と位

置づけるため学習指導要領等の一部改正を行いました。この改訂に伴い、小

中学校では、「考え、議論する」道徳科として、授業方法の改善や評価の在り

方の検討など、新たな対応が求められています。 

 

学習指導要領の改訂 

子どもたちが、未来社会を切り開く「資質・能力」を育成するため、社会

と共有し、連携する「社会に開かれた教育課程」を重視し、質の高い学習課

程を実現するため、「主体的・対話的で深い学び」の視点を取り入れた授業改
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善の取り組みを実現します。また小学校中学年から外国語活動を行うことや

高学年から英語を教科化とすることの対応が必要です。 

 

教員の多忙化解消 

教員の多忙な状況を改善し、子どもとしっかりと向き合う時間を確保する

ことは、教員の健康の確保に関わる問題であると同時に、本市の教育水準の

維持・向上に関わる重要な課題として捉える必要があります。 

 

地域学校支援推進事業の展開 

社会の在り方が大きく変化する中で、日々、複雑化・多様化する教育課題

に対応していくためには、学校、家庭、地域が責任を分かち合い、連携協力

しながら、社会総がかりで地域の子どもの教育に取り組んでいくことが重要

になっており、学校には、新たに地域づくりの中核としての役割を果たして

いくことが期待されています。地域の様々な人々が学校を支援するとともに、

学校が地域コミュニティの中心になるという、時代の変化を踏まえた新たな

学校の姿を構築していく必要があります。 

 

子ども・子育て支援事業計画の策定 

 平成２７年度から「子ども・子育て支援新制度」がスタートし、本市にお

いても平成２７年度から平成３１年度までを期間とする「尾張旭市子ども・

子育て支援事業計画」を策定しました。新制度では全ての市町村が実施主体

として、幼児期の教育・保育及び地域の子ども・子育て支援を適切に提供す

るよう求められています。 

 

障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律の施行 

平成２８年４月に施行された「障害を理由とする差別の解消の推進に関す

る法律」では、障がいのある人もない人も、互いに、その人らしさを認め合

いながら、共に生きる社会をつくることを目指しています。今後は障がいの

ある人から社会の中にあるバリアを取り除くために何らかの対応を必要とし

ているとの意思が伝えられたときに、負担が重すぎない範囲で対応する合理

的配慮の提供が求められています。 

 

公共施設等総合管理計画の策定 

平成２９年３月に公共施設等総合管理計画の尾張旭市版が策定されました。

公共施設等総合管理計画は、本市が保有する公共施設等の総合的かつ計画的

な管理を推進していくための基本方針等を定めたものです。今後この計画に

基づき、将来の財政負担の軽減・平準化や公共施設等の最適な配置を目指し
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ていきます。 

 

その他 

 計画策定後に、本市が取り組んだ新たな事柄を反映します。 

 

第３節 計画見直しの考え方 

上記背景のほか、施策を取り巻く現状と課題を踏まえながら、以下の点

について見直しを行いました。 

○「基本施策」の現状及び課題 

○「基本事業」の方針及び個別事業の内容 

 

   この改訂版では、改訂箇所に関連する「基本施策」、「基本事業」及び改

訂箇所を掲載することとし、尾張旭市教育振興基本計画の基本的な考え方

などは改訂しないため掲載しないこととしました。 
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第２章 施策の展開 

第１節 豊かな心・健やかな体を育む教育の推進 

〔現状〕 

 ● 近年、多くの人が物質的な豊かさを実感できるようになった反面、

規範意識や倫理観の低下、また目的意識を持って意欲的にものごとに

取り組む姿勢が弱くなってきているという指摘があります。 

 ● そうした中で、昨今、学校や地域など公のために進んでボランティ

ア活動を行ったり、地域と連携したあいさつ運動に参画したりする子ど

もたちが、また、中学校では部活動に一生懸命に取り組む姿が見受けら

れます。このこと自体は、大変喜ばしいことですが、反面、自己中心的

で、他人を思いやる心に欠けるというようなところも見受けられます。 

● いじめは、どの学校でも起こりうるととらえ、いじめを積極的に認

知し対応できるようにしています。各学校では、アンケートによる実

態把握、原因等の調査を行い、それを指導に反映しています。あわせ

て保護者や児童生徒からの相談に対しては、担任はもとより、スクー

ルカウンセラー※や心のアドバイザー※による専門的な助言を行うとと

もに、各校に相談員を配置し、児童生徒や保護者の日常的な相談に対

応しています。 

● また、いじめや不登校などの問題の解決には、指導のみならず、複

雑な発生要因への対応が必要となります。子どもだけでなく、家庭へ

の働きかけをすることができるスクールソーシャルワーカー※を中学

校区に配置し、専門機関と連携し要因の解消を図っています。 

● また、様々な要因により、不登校に陥ってしまった児童生徒の学校

復帰を支援するため、適応指導教室※を設置するとともに、教育に理解

と熱意を有する大学生等を不登校児童・生徒の家庭にメンタルフレン

ド※として派遣し、人とのふれあいなどを通して、社会性を高めるよう

支援しています。 

● 一方、児童生徒の体の健康についてみてみると、中には太りすぎや、

やせすぎの子どもたちもいて、家庭に加え、学校においても成長過程

の子どもたちの健康に気を配る必要があります。本市では、子どもた

ちの体力や発育・健康状態を把握するために、体力テストを全ての学

校で実施するとともに、発育と健康状態について学校保健会でまとめ、

指導に生かすようにしています。 

● また、医食同源と言われるように食は、人の健康維持に大きな役割

を果たしています。近年、ライフスタイルの変化などにより、食に関す

る課題が様々に生じています。そのため、児童生徒の心身の健全な発達

に役立ち、食に関する正しい知識や食習慣を身につけるよう、学校給食
スクールカウンセラー：児童生徒や保護者の抱える悩みを受け止め、学校におけるカウンセリング機能の充

実を図ることができる、臨床心理士のこと。 

心のアドバイザー：発達障がい等に関する相談に対応するために必要な専門的な知識と経験を有する者のこ

と。 
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センターを活用し、地元産食材を使用した給食の提供を行うなど、食育

の推進を図っています。 

 

 

 

スクールソーシャルワーカー（Ｐ４）：いじめ、不登校、暴力行為、児童虐待など生徒指導上の課題に対応するた

め、教育分野に関する知識に加えて、社会福祉等の専門的な知識・技術を用いて児童生徒の置かれた様々な環境

に働きかけて支援を行う者のこと。 

適応指導教室（Ｐ４）：学校不適応児童生徒の増加とその態様の多様化に対応し、その個々の状態に応じた指導を

行うことにより、学習意欲、自立心、社会性等を育て、学校生活への復帰を図ることを目的に設置された教室の

こと。 

メンタルフレンド（Ｐ４）：家庭に引きこもりがちな児童生徒を対象に、話し相手になったり、一緒に遊んだりな

どしてくれる人を各家庭に派遣する制度のこと。 
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〔計画の体系〕 

 豊かな心・健やかな体       ⑴ 道徳性・社会性の向上 

    を育む教育の推進         ⑵ 健康教育の推進 

                     ⑶ 食育の推進 

 

〔課題〕 

 ○ 豊かな創造性を備え持続可能な社会の創り手となることが期待され

る子どもたちが、急速に変化し予測不可能な未来社会において自立的

に生き、社会の形成に参画するための資質・能力を一層確実に育成す

ることが求められています。 

○ 児童生徒の自尊感情や自己有用感を高めるとともに、互いの違いを

認め尊重し合う人権意識の高揚と関わり方の教育が必要です。 

○ 言語能力や情報活用能力の育成、理数教育、伝統や文化に関する教

育、体験学習、外国語教育、道徳教育の充実が求められています。 

 ○ 部活動において教員のサポートをし、専門的な技術指導を行うため、

指導力を備えた人材を派遣し、部活動の充実を図る必要があります。

専門的な技術指導に加えて、学校外での活動の引率を行うことができ

る人材を派遣し、教員の多忙化解消を図ることが求められています。

また、健康教育を推進するうえで、体力や健康についてのデータの活

用が求められています。 

○ 朝食欠食などの食生活の乱れ、肥満傾向の増大、過度の痩身なども

見受けられるため、食習慣や健康の面からも食育の推進が求められて

います。 

○ 地元農産物を給食献立に取り入れた地産地消の取り組みの充実が求

められています。 
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〔基本事業〕 

⑴ 道徳性・社会性の向上 

（方針） 

○ 道徳の時間では、発達の段階に応じ、答えが一つではない道徳的な

課題を一人一人の子どもが自分自身の問題と捉え、向き合う「考え、

議論する道徳」を実践するとともに、道徳の時間を要とし、学校の教

育活動全体を通して、道徳・人権教育を行います。 

○ 規範意識や公徳心、社会参加への意欲や態度などについて児童生徒

の発達段階や実態に応じて重点的に取り組みます。 

○ いじめの未然防止のため、日々の教育活動を充実させ、家庭・地域

と一丸となって子どもの命を守ります。 

○ 魅力ある学校づくりを進め、授業や行事などを通して、児童生徒の

自尊感情や自己有用感を高めるとともに、心の結びつきや信頼感を高

めます。 

○ いじめ問題や不登校への対策として、スクールカウンセラーや心の

アドバイザーやスクールソーシャルワーカーを配置し、子どもたちの

心のケアや保護者、教職員への専門的な助言を行います。 
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〔個別事業〕 

事業 道徳教育の充実 

概要 ・ 教科化された道徳の時間の理念や趣旨である、子どもたちが

いじめの問題への対応等、現実の困難な問題に主体的に対処す

ることができるよう授業改善を行い、道徳の時間を要とし、学

校の教育活動全体を通して、生命を大切にする心や思いやり、

規範意識等の道徳性を高める教育を推進します。 

・ 集団宿泊活動やボランティア活動、自然体験活動などの体験

活動を生かして豊かな心を育みます。 

・ 道徳講演会や道徳授業公開、地域の先生の招へい授業などを

行い、地域の人々との交流を通して、地域と一体になった道徳

教育を推進します。 

・ 児童会・生徒会の自発的・自治的な活動を通して、児童生徒

のボランティアや勤労の精神を培います。 

・ あさぴースマイルあいさつ運動を児童生徒会活動や地域の活

動と連携させ、地域・家庭・学校での好ましい人間関係の確立

を図ります。 

 

事業 人権教育の推進 

概要 ・ 児童生徒の発達段階や実態に即して、各教科や領域など、学

校教育全体を通して人権を尊重する教育を推進します。 

・ 教職員の研修を計画的に実施し、人権教育に対する理解と意

識の向上を図ります。 

・ 人権擁護委員や社会福祉協議会などとの連携を図り、地域と

ともに人権教育を進めます。 

・ 男女が互いにその人権を尊重しつつ責任も分かち合い、その

個性と能力を十分に発揮できる心や態度の育成を図ります。 
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事業 いじめ・不登校対策の充実 

概要 (共通) 

・ 対人関係にまつわる学校不適応の傾向を把握する検査を「心

の発達サポート検査」として実施し、指導に生かします。 

・ 教職員への研修を通して、資質の向上を図り、いじめの未然

防止や不登校対策に努めます。 

・ いじめ不登校対策委員会を中心に一人一人の児童生徒にとっ

て心の居場所となるような魅力ある学校づくりに努めます。 

・ スクールカウンセラーや心のアドバイザーやスクールソーシ

ャルワーカーを活用し、具体的な悩みや問題に応え、専門的な

立場から適切な助言を行い、児童生徒の心のケアに努めます。 

・ 児童生徒の日常的な悩みの相談や話し相手として、各学校に          

子どもと親の相談員や心の教室相談員を配置し、いじめや不登

校等を未然に防止する体制を整えます。 

(いじめ対策） 

・ いじめ防止対策推進法の目的や基本理念を達成するよう、

市・教育委員会・学校等のいじめ防止等に関係する機関等によ

り構成される、「尾張旭市いじめ問題対策連絡協議会」を設置

し、いじめの防止等の連携を図ります。 

・ いじめの防止等のための対策を実効的に行うため、教育委員

会に、専門的な知識及び経験を有する第三者で構成する附属機

関の「尾張旭市いじめ問題専門委員会」を設置し、いじめ防止

等のための施策に関する調査研究を行うとともに、重大事態に

係る調査を行う必要が生じた場合に調査を行います。 

・ 全児童生徒を対象にいじめ実態調査を実施するなど、児童生

徒一人一人の心の様子を把握するために定期的にアンケート

調査を行います。 

・ いじめ・不登校対策委員会の事業を通して、家庭・地域への

啓発に取り組むとともに、家庭と学校が緊密な連携を図り、い

じめの早期発見・解決や未然防止に取り組みます。             

・ 心の教育推進活動や人権週間を通して、共感できる力や思い

やりの心を育てます。 
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 (不登校対策） 

・ 適応指導教室「つくしんぼ」を活用し、心理的・情緒的な理

由による不登校児童生徒を対象に、集団活動への適応を促し、

学校への復帰を目指します。 

・ 教育に理解と熱意を有する大学生等を不登校児童の家庭にメ

ンタルフレンドとして派遣し、よき相談者の立場から接し、児

童生徒の社会性の向上を図るよう支援します。 

・ 不登校児童生徒への情操教育として定期的な乗馬体験を行い

ます。 

 

⑵ 健康教育の推進 

（方針） 

○ 体力の向上を図るとともに、健やかな心身の育成をめざした学校体

育の充実を図ります。 

○ 生涯にわたって運動に親しむ資質や能力を育てる学校体育を推進し

ます。 

○ 部活動の振興を図り、活動を支援します。 

〔個別事業〕 

事業 体力の向上と健康の増進 

概要 ・ 健やかな心身の育成を図るため、体力テストの結果や学校保

健会がまとめた発育と健康状態から、児童生徒の実態把握に努

め、分析結果を指導に生かします。 

・ 専門的な技術や指導力を備えた講師の登録制度を導入するな

どマンパワーの確保を図り、部活動の活性化に努めます。 

・ 規則正しい生活習慣の確立を図るため、早起きを推奨し、あ

いさつ運動を行います。 
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⑶ 食育の推進 

（方針） 

○ 安全・安心で栄養価に優れたバランスの良い学校給食を提供します。 

○ アレルギー対応給食を安全・安心に提供するよう徹底します。 

○ 子どもたち自身が食に対する基礎知識を習得し、健全な食生活を送るこ

とにより、良好な食習慣を形成できるよう、食育※の推進を図ります。 

〔個別事業〕 

事業 栄養バランスのとれた学校給食の提供 

概要 ・ 児童生徒の心身の健全な発達に役立ち、食に関する正しい知

識や食生活の習慣を身につけるよう、安全・安心で栄養価に優

れたバランスの良い学校給食を継続的に提供します。 

・ 引き続き安全・安心なアレルギー対応給食の提供を行うとと

もに、乳及び卵以外のアレルギー対応給食の検討を行います。 

 

事業 食育の推進 

概要 ・ 学校給食センターを活用して、試食会、親子料理教室、給食

献立コンテストなどを通し食に対する意識の醸成を図ります。 

・ 大学教授等を招いて、食育講演会を実施するとともに、各学

校に講師や栄養職員を派遣し、食育に関する学びの場を提供し

ます。 

・ 地元でとれた食材を積極的に学校給食の献立に取り入れ、地

産地消※を推進します。また、市内小学校の児童と地元生産者と

給食を一緒に食べるふれあい給食を実施します。 

・ 朝ごはんメニューコンテスト等を通し、健康的な食生活習慣

を身につけさせます。 

 

 

食育：様々な経験を通して「食」に関する知識と「食」を選択する力を習得し、健全な食生活を実践することがで

きる人間を育てること。 

地産地消：地域で生産された様々な食材をその地域で消費すること。本市では、地元食材であるプチベールを使用

した｢尾張旭風ポトフ｣や、イチジクを使用した「いちじくタルト」を提供するなど、取り組みを進めている。 
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第２節 良好な環境の中で確かな学力を育む教育の推進 

〔現状〕 

● 日本における科学技術は、医療や物理、化学、工業など多くの分野で非

常に高い水準を誇っており、世界各国から注目されています。その要因と

しては、日本の高い教育力を挙げることができますが、日本の国力の維持

増進を図るためには、引き続き学力の向上に注力していく必要があります。 

● 現在、子どもたちの学力は、国際的にみれば上位の成績にありますが、

一方で学習習慣が身についておらず自ら学ぶ力や思考力、判断力、表現力

に課題があるという指摘もあります。 

● こうした中、２０２０年度に小学校で、２０２１年度に中学校で新学習

指導要領が実施され、小学校中学年での外国語活動の実施、高学年での外

国語の教科化などの見直しを行っています。そして、その中で、知識及び

技能を確実に習得させ、思考力、判断力、表現力等を育み、学びに向かう

力、人間性等の涵
かん

養を図るとともに、国際理解教育、情報教育、環境教育、

キャリア教育※、防災教育などの今日的な課題への対応や特色ある学校づく

り※を行っています。また、こうした教育を進めていくために、市単独で非

常勤講師を配置し、少人数指導授業※を推進しています。 

● 一方で、特別に支援が必要な児童生徒に対しては、こどもの発達センタ

ー※と連携し、個に応じた指導の充実を図っています。肢体不自由の児童生

徒に対しては、東栄小学校と東中学校を拠点校として整備しています。な

お、本市の子どもたちも在籍する瀬戸市立瀬戸特別支援学校については、

隣接市にあり、設備も充実していることから、その就学先の一つとして重

要な選択肢となっています。 

● また、子どもたちの確かな学力を育むためには、教職員の指導力や資質

向上を図る必要があります。このため、本市では各校の課題に応じ、年間

を通して指導を受けることができるようスーパーバイザーを招へいすると

ともに、教員の採用年次、職務階層、教育課題別の研修など、各種研修を

企画・実施しています。さらには、教科等の研究を進めるため、教科領域

ごとに「教科等研究員」を配置し、研究成果を基に各校の現職研修で指導

しています。 

● 加えて、教育センターに教育研究室を設置し、教員を退職した者を研究

員に委嘱して、各種研修、教育相談や学校支援ボランティアのコーディネ

ートなど様々な課題に対応しています。 

● 学校施設は、児童生徒の学習や生活の場であるとともに、学校体育施設

の開放、災害時の避難所としての運用など地域の拠点施設としての位置付

けもあります。しかし、この多くが、昭和４０年代から５０年代に建設さ

れており、現在は、施設の大規模な改修時期を迎え、本地原小学校のそれ

を端緒として計画的に改修を進めています。 



 

13 

 

〔計画の体系〕 

 良好な環境の中で確かな     ⑴ 確かな学力の育成 

 学力を育む教育の推進      ⑵ 現代的な課題に対応した教育の推進 

                 ⑶ 個に応じたきめ細かな指導の充実 

                 ⑷ 特色ある学校づくりの推進 

                 ⑸ 教職員の資質向上 

                 ⑹ 教育環境の整備 

 

〔課題〕 

○ 知識基盤社会の到来や、グローバル化の進展など急速に社会が変化する

中にあって、基礎的な知識・技能を習得させ、言語活動の中でそれらを活

用し、自ら考え、判断し、表現することにより、様々な問題に積極的に対

応し、解決する力を高める必要があります。 

○ 現代的な課題である情報、環境、防災などに対応するための教育が求め

られています。 

○ 個性を伸長し、学習内容を確実に身に付けさせるためには、指導法の工

夫や児童生徒へのきめ細かな指導が不可欠であり、少人数指導等の充実を

図る必要があります。 

○ 児童生徒が自分の学校に誇りを持ったり、郷土に愛着を持ったりできる

ように地域の特性を生かし、地域に根付いた教育を進めるために特色ある

学校づくりを進めることが必要です。 

○ ベテラン教員の退職と若手教員の急増に対応するため、若手、中堅、ベ

テラン、リーダー等の階層ごとに指導力の向上を図る必要があります。 

○ 児童生徒の教育環境を改善し、安全で快適な学校生活を送ることができ

るよう、老朽化した学校施設の計画的な改修と施設の質的改善や、必要な

備品の更新を図る必要があります。また、非構造部材の耐震対策や災害時

の非常電源の確保など、新たな課題への対応も必要です。 

○ 教員の多忙な状況を改善し、子どもとしっかりと向き合う時間を確保す

ることが求められています。 

 

 

 

 

 

キャリア教育（Ｐ１２）：一人一人の社会的・職業的自立に向け、必要な基盤となる能力や態度を育てることを通

して、社会の中で自分の役割を果たしながら、自分らしい生き方を実現していく過程を促す教育のこと。 

特色ある学校づくり（Ｐ１２）：各校がそれぞれの教育理念や教育方針に基づき、児童生徒や地域の実態を踏まえ

て、創意工夫を凝らした学校づくりを実施すること。 

少人数指導授業（Ｐ１２）：学級を 2 つ以上の学習集団に分けたり、複数の教員が 1 つの学級を指導したりする授

業のこと。 

こどもの発達センター（Ｐ１２）：心身の発達に遅れや心配のある子どもの早期発見と発達支援を目指し、保護者

の子育ての不安解消や、今後の成長に合わせた適切な関わりを行う場所のこと。 
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〔基本事業〕 

⑴ 確かな学力の育成 

（方針） 

○ 新学習指導要領において示された、「何を理解しているか、何ができ

るか」という知識・技能、「理解していること・できることをどう使う

か」という思考力・判断力・表現力等、「どのように社会・世界とかか

わり、よりよい人生を送るか」という学びに向かう力・人間性等の３

つの資質・能力の育成を図ります。 

〔個別事業〕 

事業 基礎的・基本的な知識・技能の定着 

概要 ・ 基本的な学び方の定着を必須とし、各校の重点指導目標とし

て取り組みます。 

・ 児童生徒の発達段階や特性を把握し、学習内容の系統性や指

導方法などを吟味することで分かる授業が行えるよう市の教科

等研究員を活用した授業研究などに取り組みます。 

 

事業 思考力・判断力・表現力等の育成 

概要 ・ 各教科等の授業で、体験から感じ取れたことを表現したり、

情報を分析・評価し論述したりするような言語活動を充実させ

ます。 

・ 「主体的・対話的で深い学び」を創造して、学校教育におけ

る質の高い学びを実現するために、授業研究など研修を行い、

教員の授業力の向上に努めます。 

 

事業 学びに向かう力・人間性等の涵
かん

養 

概要 ・ 学んだことの意義を実感でき、人生や社会に生かせるような

学習活動を充実させます。 
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ＩＣＴ：Information and Communication Technology「情報通信技術」の略であり、情報関連技術とその活用を目

指すこと。 

情報モラル：インターネットや携帯電話などの普及に伴い、非常に多くの情報に接することができる情報社会を生

きぬき、健全に発展させていく上で、身につけておくべき考え方や態度のこと。 

ＡＬＴ：Assistant Language Teacher「外国語指導助手」の略であり、児童生徒の英語発音や国際理解教育の充実

を目的に小中学校に派遣される者。 

ネイティブスピーカー：ある言語を母国語として話す人のこと。ここでは、英語を母国語とする人。 

⑵ 現代的な課題に対応した教育の推進 

（方針） 

○ 情報教育やキャリア教育、防災教育など現代的な課題に応じた教育

を推進します。 

○ 新たな課題が発生した場合には、適宜適切にそれらに対応した教育

ができるよう努めます。 

〔個別事業〕 

事業 情報教育の充実 

概要 ・ ＩＣＴ※機器を利用し、情報を適切に活用できる力を高めます。 

・ 各小中学校の学年に応じて、情報通信技術の役割や影響を理

解させ、情報モラル※について的確な判断ができる能力を育成し

ます。 

・ 電子教科書など時代に応じた教材を用いた指導を行います。 

・ 情報活用能力を学習の基盤となる資質・能力と位置付け、論

理的に考えていく力を育成するため、プログラミング教育を実

施します。 

 

事業 国際理解教育の推進 

概要 ・ 小学生は、英語の音声や基本的な表現に慣れ親しみ、加えて

高学年において「読むこと」、「書くこと」を総合的・系統的に

扱い、中学生は、英語による実践的なコミュニケーション能力

を高めることができるよう、各小中学校にＡＬＴ※を派遣し、ネ

イティブスピーカー※による英会話指導等を行います。 

・ 外国の自然や文化に直接触れ、国際的視野に立って主体的に

行動できる人材育成の機会として、中学生を対象とした海外研

修事業を実施します。 

 

事業 環境教育の推進 

概要 ・ ごみゼロ運動など、地域の清掃活動への参加を促し、環境教

育の推進を図ります。 

・ ごみの分別収集やリサイクル、省エネルギー、節電など環境

についての意識の向上を図ります。 

・ 避難所ともなる学校施設に太陽光発電の設備を整備し、非常

時の電源確保を図るとともに環境教育に役立てます。 
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事業 キャリア教育の推進 

概要 ・ 社会的・職業的自立に向け、必要な基盤となる能力や態度を

育成します。 

・ 市商工会と連携し、市内企業の協力のもと、小学校では「職

業にふれる」機会づくりを、中学校では「職場体験学習」を進

めます。 

 

事業 防災教育の推進 

概要 ・ 中学生を対象とした普通救命講習会の実施等により防災意識

の向上を図ります。 

・ 小中学校ごとに、ハザードマップ※を作成し、児童生徒、家庭、

地域等と協力して、危険箇所の把握や防災教育を行います。 

・ 市防災担当課と連携し、中学生の防災訓練への参加を促しま

す。 

 

事業 防犯教育の推進 

概要 ・ 小学校 1 年生を対象に警察署の協力を得ながら防犯教室を行

います。 

・ 小学校 1 年生への防犯ブザーの配付や「かけこみ 110 番」の

場所を児童生徒に周知することにより防犯意識の高揚に努めま

す。 

・ 交通安全教育や薬物乱用防止教育など、自らの命を自ら守る

よう、子どもたちの危機回避能力の育成を進めます。 

 

事業 郷土教育の推進 

概要 ・ 総合的な学習の時間※などで、地域の伝統文化である「棒の手」、

「ざい踊り」、「打ちはやし」などの地元の講師による指導を通

して、地域の伝統文化を学び、豊かな心を育てます。 

・ 小学校社会科副読本「きょうどあさひ」、中学校社会科副読本

「尾張旭」を教科書の改訂に合わせて編集、作成し、郷土の学

習に活用します。 

 

事業 消費者教育の推進 

概要 ・ 消費者の自立を支援するために行われる消費生活に関する教

育を推進するとともに、教職員の研修を実施します。 

 
ハザードマップ：災害による被害を予測し、危険箇所を地図上に表したもの。 

総合的な学習の時間：変化の激しいこれからの社会に対応できるよう、自ら課題を見付け、自ら学び、考え、主体

的に判断し、よりよく問題を解決する資質や能力など、生きる力を育てることをねらいとするもの。 
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⑶ 個に応じたきめ細かな指導の充実 

（方針） 

○ 少人数での授業を実施するために少人数指導対応教員を配置し、よ

り個に応じたきめ細かな指導を進めます。 

○ 発達障がいを含む障がいのある児童生徒一人一人の教育ニーズを把

握し、保護者、専門家、医療機関などとの連携を図りながら、個々の

特性に応じた適切な指導を全校体制で推進します。 

〔個別事業〕 

事業 少人数指導授業の充実 

概要 ・ 県費教職員の配置を補うため、市費による少人数指導対応非

常勤教員を小中学校に配置し、各校で算数や数学などの授業に

おいて少人数指導授業を充実させます。 

 

事業 特別支援教育※の充実 

概要 ・ 学校生活指導補助員※を各校に配置し、通常学級や特別支援学

級に在籍する特別な配慮が必要な児童生徒の学校内での生活や

学習を支援します。 

・ 発達障がいに関する専門知識を有する金城学院大学の大学院

生等を特別支援教育支援員として各校に派遣します。 

・ 特別支援教育支援員による発達障がいについての詳細な観察

や記録をもとに、発達障がいについての理解と指導方法の改善

を行いその成果を共有します。 

・ 通級指導教室※を通して、特別な支援が必要な児童への個別指

導を行います。 

・ 特別な配慮が必要な児童生徒が、一人一人の障がいの状況に

応じた教育が受けられるよう、瀬戸特別支援学校に通学する児

童生徒数等に応じ、財政的な負担を行います。 

・ 個に応じた適切な支援を行うために、こどもの発達センター

と連携します。 

特別支援教育：障がいのある児童生徒の自立や社会参加に向けた主体的な取り組みを支援するという視点に立ち、児

童生徒一人一人の教育的ニーズを把握し、その持てる力を高め、生活や学習上の困難を改善又は克服するため、適

切な指導及び必要な支援を行う教育のこと。 

学校生活指導補助員：発達障がい等、個々の配慮を必要とする子どもたちへの学習や生活面での適切な指導・支援に

ついて、個々の学習を充実させるとともに、学級全体の指導が十分行われるように配置された者。 

通級指導教室：通常の学級に在籍する、比較的軽度の障がいがある児童生徒に対して、障がいの状態に応じた指導を

行うための教室のこと。 
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⑷ 特色ある学校づくりの推進 

（方針） 

○ 各小中学校は、児童生徒の実態や地域の特性を考慮し、生きる力を

育む特色ある学校づくりに取り組みます。 

○ 各小中学校は、目指す学校像を表したグランドデザイン※に特色ある

学校づくりの内容について表記します。 

〔個別事業〕 

事業 地域と連携した独自の学校運営 

概要 ・ 各学校で地域の実態や特性を把握し、地域の伝統文化を学ぶ

など地域との連携を図り、創意工夫を活かし、特色ある学校づ

くりに取り組みます。 

・ 各学校は、日ごろの教育活動の成果と課題、児童生徒の様子

などをもとに学校の将来像を描き、その実現に向けての課題等

を整理し、取り組むべきことを明確に表現したグランドデザイ

ンを作成します。 

・ 開かれた学校を目指し、学校公開の状況、学校のグランドデ

ザイン、学校の教育目標や指導方針など、学校の情報を積極的

にホームページや学校だよりを通して発信します。 

・ ＰＴＡと連携し、地域や保護者の力を学校運営に生かします。 

 

 

 

グランドデザイン：学校の教育目標・方針・理念に向かって取り組んでいこうとする教育活動と学校経営の全体構

想図であり、各校の特色などをわかりやすく１枚の図にしたもの。 
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⑸ 教職員の資質向上 

（方針） 

○ 様々な教育課題に対し、教育各分野の優れた指導者による研修を行

い教職員の資質向上を図ります。 

○ 教育講演会や各種研究会・研修会、教育論文の募集などを実施し、

教職員の指導力向上を図ります。 

〇 授業準備や児童生徒と向き合う時間の増加を図ります。 

〔個別事業〕 

事業 教職員研修の充実 

概要 ・ 様々な教育課題に対し、その克服や改善を図るため、教育の

各分野の優れた指導者を講師に招へいした研修を行い、教職員

の資質の向上を図ります。 

・ 教育フォーラムの開催、各種研修の実施、教育論文の募集事

業などを通して、教職員の資質向上を図ります。 

・ 教員を退職した者などを教育研究室研究員に委嘱し、豊富な

経験をもとに、教育研究の指導をはじめ、保護者や教職員への

相談活動や学校支援ボランティアのコーディネートなど、学校

を取り巻く様々な課題に対応します。 

 

事業 教員の負担軽減 

概要 ・ 長期休業中に学校閉校日を設け、教員の夏季休暇や年次休暇

の取得を推進し、心身の健康増進など教員の負担軽減を図りま

す。 

・ 長時間労働の是正に向けて、教員の出退勤時間記録の電子化

について研究を深め、教員による記録や集計事務の負担軽減を

図ります。 
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⑹ 教育環境の整備 

（方針） 

○ 児童生徒が快適な施設環境の中で学校生活を送ることができるよう、

大規模改造工事を中心とした施設の長寿命化や質的向上を図ります。 

○ ＩＣＴ対応の機器を整備する際には、教育現場の意見を基に、教育

効果が高く、利用しやすい整備を図ります。 

○ 児童生徒が安全に登下校できるように、交通安全の観点から危険が

ある箇所を的確に把握し、その改善を図ります。 

〔個別事業〕 

事業 学校施設の環境整備 

概要 ・ 経年により老朽化した学校施設の損耗、機能低下の改善を図

るため、大規模改造工事を軸に、施設の長寿命化、質的な向上

を推進します。 

・ 今後の児童生徒数の推移を適切に把握し、地域と連携した学

校施設の有効利用を図るなど、今後の施設のあり方を検討しま

す。 

 

事業 ＩＣＴ化への対応 

概要 ・ コンピュータ端末等、児童生徒及び教職員の必要とする機器

について、導入の方針を策定し、計画的に整備を図ります。 

・ 情報管理を徹底するとともに、人為的な過誤や悪質な侵入等

を防ぎ、児童生徒及び教職員が安全に情報機器を使用できるよ

う、ネットワークの整備をはじめとした対応を行います。 

 

事業 通学路の危険箇所への対応 

概要 ・ 尾張旭市通学路交通安全プログラム※に基づき、継続的に通学

路の安全を確保するため、毎年小中学校の通学路状況を把握し、

通学路安全点検を実施して、通学路安全対策の検討・実施・効

果把握・改善及び充実を図ります。 

・ 児童生徒が安全に登下校できるように、防犯や防災などの観

点からも危険がある箇所を的確に把握し、その改善を図ります。 

 

尾張旭市通学路交通安全プログラム：教育委員会と関係機関が連携して、小中学校の通学路の安全確保に向けた取

組のこと。 
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第３節 総合的な教育連携の推進 

〔現状〕 

 ● 家庭教育は、家族とのふれあいを通し、生きる力の基礎的な資質や

能力を育成するものであり、すべての教育の出発点です。しかしなが

ら、核家族化等の進行や地域とのつながりの希薄化などにより、過度

な個人重視の風潮を招き、また、社会の子育てへの関わりが希薄化し

たことなどから、家庭の教育力が低下したと言われています。 

● こうした中、本市では、子育て家庭の孤立を防ぎ、育児不安の解消

や子育て力の向上のため、子育て支援センターの設置を行うとともに

家庭教育のあり方を考え、見直すきっかけとなるよう、子どもを持つ

保護者に対して、家庭教育学級を展開しています。また、特に思春期

の子を持つ親の不安軽減を図るため、思春期家庭教育学級による講座

を開催しています。 

 ● 教育等の機関同士の連携では、小学校区内の保育園と小学校や保育

園と中学校の連携により、園児と児童の交流や、中学生による保育園

での体験学習が行われています。さらに、昨今では市内の県立旭野高

校との交流も行われています。 

● その他、学校教育においては、子どもたちの教育がより効果的に行

われるよう、学校・家庭・地域や関係機関が連携し、「ホリデースクー

ル※」、「おやじのチカラ※」などの事業が展開されています。加えて、

ＰＴＡ活動やスクールガードなどの学校ボランティアの方々が、学校

運営を地域から積極的に支えてくださっています。 

● 一方、共稼ぎ家庭の増加などにより、放課後や長期休業中、子ども

たちが安心して自由に活動できる場が重要となっています。そのため、

各小学校区に公設の児童クラブを設置し、運営を行うとともに、民間

学童クラブへの支援を行っています。また、地域全体で子育てを支援

することができるよう、各小学校区に公設の児童館を設置、運営を行

っており、児童館こどもまつりなどの行事には、地域活動団体や小中

学生などがボランティアとして参加しています。 

● 高等教育機関との連携に関しては、現在、小中学校や地域と連携し

た活動を行うことができるよう、金城学院大学、名古屋産業大学・名

古屋経営短期大学、愛知県立大学及び岐阜聖徳学園大学と連携に関す

る協定を結んでいます。 

● 加えて本市では、家庭等の生活の安定に寄与し、次代の社会を担う

子どもの健やかな成長に資するため、各種手当の支給を行うとともに

経済面の支援として、私立幼稚園や小中学校に通う子どもたちの保護

者に対し必要により、就園、就学費用や私立学校へ通う子どもを持つ

保護者へ補助を交付しています。 

ホリデースクール：学校が休みとなる日に、地域の方々の参画を得て、子どもたちに安心して活動できる場を提供

すること。 

おやじのチカラ：男性保護者を中心に設立されたグループ活動。小学校区毎に「おやじのチカラ」、「ととクラブ」

などの名称で学校を支援するための活動を行っている。 
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〔計画の体系〕 

   総合的な教育連携の推進     ⑴ 家庭教育力の充実 

                   ⑵ 地域教育力の充実 

                   ⑶ 学校・家庭・地域の連携 

                   ⑷ 就園・就学の支援 

 

〔課題〕 

○ 核家族化の進展等により家庭内だけでは解決しにくい悩みや不安、負

担感を感じる保護者が増加しており、同様の思いを持った保護者が相互

に情報交換や相談を行うことができる場の提供や支援のための講座等

の開設が求められています。 

○ 放課後児童健全育成を行うため、公設児童クラブの運営の充実と民間

学童クラブへの支援を行う必要があります。また、各小学校区の放課後

児童の状況に応じた運営方法等について見直し、検討する必要がありま

す。 

○ 「あそびを通して子どもの育ちを援助」、「子育て家庭の支援」、「地域

ぐるみで子育て活動の推進」の基本方針に基づき、子どもを取り巻く環

境の変化に対応した児童館運営の充実が求められています。 

○ 新しい公共ともいうべき学校支援ボランティア制度の充実や、地域ぐ

るみで子どもの健全な育成、子育てができるよう児童クラブ、児童館活

動などの充実が求められています。 

○ 幼児期の子育て、教育に関する制度の過渡期であることから、今後の

子ども・子育てに関する国の施策の方向性について、注視する必要があ

ります。 

○ 地域の力を学校教育に生かすため、学校支援ボランティア制度のより

幅広い活用を進めるとともに、人材を募集するための登録制度の周知を

図る必要があります。 

〇 地域の様々な人々が学校を支援するとともに、学校が地域コミュニテ

ィの中心になるという、時代の変化を踏まえた新たな学校の姿を構築し

ていく必要があります。 

○ 名古屋産業大学・名古屋経営短期大学との包括的な連携協定に基づき、

今後の事業展開を検討する必要があります。 

○ 就学が経済的に困難と認められる世帯が増加しており、支援が必要な

対象者への申請勧奨をわかりやすく行うことが求められています。 
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〔基本事業〕 

⑴ 家庭教育力の充実 

（方針） 

○ 家庭での教育のあり方や、思春期の子どもの健全育成について学習

する場を提供します。 

○ 子育て相談や子育て情報の提供など、各種子育て支援を行います。 

〔個別事業〕 

事業 家庭教育学級の推進 

概要 ・ 家庭教育のあり方について考えを見直す機会を設け、家庭内

だけでは解決しにくい問題に対して相互に助け合うことができ

るよう、「家庭教育学級」を開設し、家庭教育に関する学習を計

画的、継続的かつ集団的に行います。 

・ 各学級単位で自ら企画した家庭教育に関する講演、実習など

を開催するとともに、各学級の代表者による連絡会などを通し

て、学級間の情報交換等を行います。 

 

事業 思春期家庭教育学級の推進 

概要 ・ 思春期の子を持つ親に対し、思春期の特徴や子どもの心と体

の変化を学習する機会と家庭での教育のあり方を考えてもらう

ため、大学教授等専門家による講座を開催します。 

 

事業 子育て支援の充実 

概要 ・ 育児やしつけ、養育、非行など家庭内での子育てに関する相

談を行う「こども・子育て相談」をさらに周知させ充実を図り

ます。 

・ 子育て家庭の孤立を防ぎ育児不安の解消や子育て力向上の支

援を行うため、子育て支援センター※事業として、子育てサロン、

子育て相談、子育て関連情報の提供、子育て講習会等を実施し

ます。 

・ 市民相互により子育てを応援するファミリーサポートセンタ

ー※の充実を図ります。 

・ こどもの発達センターにおいて、子どもの発達に関する専門

相談、個別支援手帳の配布、親子支援教室の開催、研修等を実

施します。 

 
 
 
 

子育て支援センター：乳幼児とその保護者が、好きな時間に自由に来て、いっしょに好きな遊びを楽しんだり、子

どもや保護者同士の仲間づくりをする事ができるような遊び場の提供と支援活動を行う場所のこと。 

ファミリーサポートセンター：子育て支援の輪を作り、安心して暮らせることができるような環境づくりを目的と

して、子育ての援助をしてほしい人（依頼会員）と子育ての援助をしたい人（援助会員）が、お互いに助け合い

ながら活動する会員組織のこと。 
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事業 子育て支援の充実 

概要 ・ 尾張旭市子ども・子育て支援事業計画に基づき、子ども・子

育てに関する施策の充実に取り組みます。 

 

⑵ 地域教育力の充実 

（方針） 

○ 児童生徒がより良い環境のなかで教育を受けることができるよう、

地域の方々が学校をサポートする学校支援ボランティアの活動を促

します。 

○ 共働き家庭などの留守家庭の児童に対して、放課後に適切な遊びや

生活の場を与え、健全な育成を図るため、児童クラブの運営の充実や

民間学童クラブへの支援を行います。 

○ 児童の健全な育成を図るため、地域ぐるみで子育て家庭を支援でき

る活動を児童館で実施します。 

○ 青少年の健全な育成を図るため、子どもたちを見守り、育てる取り

組みを自主的に行っている団体等と少年センターが連携し、青少年の

健全育成と非行防止の事業を進めます。 

〔個別事業〕 

事業 学校支援ボランティアの活用 

概要 ・ ＰＴＡや地域の方々による環境整備や読み聞かせ、授業の補

助、ゲストティーチャー※など、多種多様なボランティア活動を

活用し、教育活動の質の向上を図ります。 

・ 学校支援ボランティア登録制度により、教職員ＯＢなど様々

な知識や能力を有する人材を各小中学校に派遣します。 

・ 様々なことを体験的に学ぶ機会として、地域の力を活用した

ホリデースクールや夏季教室などの実施を検討します。 

 

事業 放課後児童対策の充実 

概要 ・ 放課後児童健全育成を行うため公設児童クラブの運営の充実

と民間学童クラブへの支援を行うとともに、各小学校区の放課後

児童の状況に応じた運営方法等について検討します。 

 

 

 

ゲストティーチャー：地域の方々に、それぞれが持っている技能を生かし、講師として指導を行ってもらうこと。 



 

25 

 

事業 児童館活動の充実 

概要 ・ 「健全な遊びを通した援助」、「子育て家庭の支援」、「地域ぐ

るみで子育て活動の推進」の基本方針に基づき、子どもを取り巻

く環境の変化に対応した児童館活動の充実を図ります。 

・ みらい子育てネットを始めとする各種ボランティア団体や近

隣の高等学校や大学の協力を得て、「こどもまつり」や「もちつ

き会」等の地域交流事業の充実を図ります。 

 

事業 青少年の健全育成活動の推進 

概要 ・ 子どもたちを見守り、育てる取り組みを自主的に行っている

団体の活動を広く市民に知らせます。 

・ 「中学生の居場所づくり」、「中学生との関わりを持つこと」

を目標とした事業を実施し、中学生同士及び地域の大人との交流

事業の充実を図ります。 

・ 標語やポスターの表彰、身近な問題をテーマとした意見発表

や、学校、地域から推薦された善行青少年の表彰を行い、青少年

の健全育成と非行防止の事業の充実を図ります。 

 

⑶ 学校・家庭・地域の連携 

（方針） 

○ 幼稚園・保育園から小学校へ円滑に接続できるよう、連携を図りま

す。また、子ども子育てに関する国の施策の動向に十分に配慮します。 

○ 地域に根差した学校づくりを行い、児童生徒が積極的に地域の活動

に参加できるようにします。 

○ 本市のまちづくりに貢献してもらえるよう、県立旭野高等学校との

連携を深めます。 

○ 特別支援学級に在籍している児童生徒が、個々の教育ニーズに応じ

た教育を受けることができるよう、金城学院大学と連携し特別支援教

育の支援を行います。 

○ 名古屋産業大学・名古屋経営短期大学との「包括的連携協力に関す

る協定」に基づき、両大学が持つ知的資源・物的資源を活かし、まち

づくりや地域活性化に資する具体的な取り組みを検討し、実施します。 

○ 愛知県立大学及び岐阜聖徳学園大学とそれぞれ連携し、教育活動の

活性化及び学生の資質向上となる取り組みを実施します。 
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〔個別事業〕 

事業 幼稚園・保育園と小学校との連携 

概要 ・ 小学校就学後の継続的な指導のため、幼稚園・保育園より小

学校に送付される「幼稚園幼児指導要録」及び「保育所児童保育

要録」を、子どもの育ちを支え、子どもの理解を助けるものとし

て活用します。 

 

事業 認定こども園※に関する情報提供 

概要 ・ 幼稚園に対して、幼稚園と保育所の機能をあわせ持つ「認定

こども園」に関する情報提供を行います。 

 

事業 地域に根差した学校づくり 

概要 ・ 学校が市民祭など市のイベントや地域の行事などに積極的に

係わることにより、児童生徒が、社会の一員であることの自覚を

促すとともに、意識の向上を図ります。 

・ 保護者やスクールガード、少年センター、警察等と協力して

見守り活動を実施し、児童生徒の登下校時の交通安全・防犯上の

安全確保を行います。 

・ 学校敷地内の環境整備や図書館整理など地域ボランティアの

協力のもと学校運営の充実を図ります。 

・ 学校・家庭・地域が一体となって地域ぐるみで子どもを育て

る地域学校支援推進事業を、各小学校区で「あさひスマイルコ

ミュニティー※」として実施します。 

 

事業 旭野高等学校との連携 

概要 ・ 地域の中で開催される市イベントへの関わりや、市立保育園

や児童館における活動において、旭野高等学校との連携を深め

ます。 

 

事業 金城学院大学との連携 

概要 ・ 金城学院大学と特別支援教育に関する協定を締結し、大学院

生を特別教育支援員として各小中学校に派遣し、児童・生徒の支

援を行います。 

 

 認定こども園：幼稚園、保育所等のうち、就学前の子どもに幼児教育・保育を提供する機能と、地域における子育

て支援を行う機能を備える施設で、都道府県知事が認定した施設のこと。 

あさひスマイルコミュニティー：尾張旭市版コミュニティ・スクールの名称。学校教育の充実、生涯学習社会の実

現、地域の教育力の向上をねらいとし、学校・家庭・地域が一体となって地域ぐるみで子どもを育てる体制を整

えることを目的としたもの。 
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事業 名古屋産業大学・名古屋経営短期大学との連携 

概要 ・ 環境学習講座などの取り組みの実績を踏まえ、両大学の教授

陣の専門知識を生かした生涯学習・公開講座等の企画、運営のさ

らなる充実を図ります。 

・ 地域活動の場を提供する市事業への大学生の参加について、

さらなる充実を図ります。 

・ 図書館施設の開放による相互利用の促進を図ります。 

・ 各課等で実施する事業での、両大学と連携した取り組みの検

討を行います。 

 

事業 愛知県立大学及び岐阜聖徳学園大学との連携 

概要 ・ 愛知県立大学と連携し、教育活動の支援を行うボランティア

学生又はインターンシップの受け入れを行うことにより、本市

の教育活動の活性化を図ります。 

・ 岐阜聖徳学園大学と連携し、小中学校の教職員に対する資質

向上研修を実施するほか、本市の教育の充実を図ります。 

 

⑷ 就園・就学の支援 

（方針） 

○ 私立幼稚園への補助を行うことで、幼児教育の推進を図り、次世代

を担う子どもたちの育成を図ります。 

○ 経済的な理由で義務教育への就学が困難な世帯が無いよう、就学援

助制度の周知を徹底し、支援を行っていきます。 

○ 子育て家庭に対し児童手当などを支給し経済的な支援を行います。 

○ 私立学校へ通う児童生徒を持つ保護者等に対して助成を行います。 

〔個別事業〕 

事業 私立幼稚園の振興 

概要 ・ 国の動向を注視しつつ、私立幼稚園の設置者が、当該幼稚園

に在園し市内に住所を有する園児の保護者に対し授業料等を減

免する場合に補助を行います。 

・ 尾張旭市内で私立幼稚園を開園している設置者に対し、子ど

もたちの健全育成に資する事業を実施する場合に、補助を行い

ます。 
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事業 就学援助の推進 

概要 ・ 経済的な理由によって就学困難な児童生徒に対し、学用品、

校外活動費などの就学に必要な費用を援助します。 

・ 特別支援学級に就学する児童生徒に対し、学用品、校外活動

費などの就学に必要な費用を援助します。 

 

事業 子育て家庭の支援 

概要 ・ 子育てを行っている世帯の生活安定に寄与し、次代の社会を

担う児童の健やかな成長に資するよう、国・県の動向に合わせ、

児童手当、児童扶養手当、遺児手当、遺児就学手当、特別児童

扶養手当、母子家庭自立支援給付金の支給を行います。 

 

事業 私立学校へ通う児童生徒を持つ保護者等の支援 

概要 ・ 私立学校へ通う児童生徒を持つ保護者等に対して助成を行う

ことにより、教育に係る経済的負担の軽減を図ります。 
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第４節 豊かな人生を彩る生涯学習の振興 

〔現状〕 

● 社会の成熟化とともに人々は、心の豊かさを求めるようになり、生涯に 

わたって、自らの自発的な意思により学習活動を行う人が増えています。 

● そして、これまでは、行政が各種の講座などを展開することにより、こ

うした生涯学習活動の多くを支えてきましたが、近年では、放送、通信分

野の事業者や民間事業者、大学など幅広い主体が、市民の学習の機会や場

を提供するようになってきています。 

● 本市では、こうした生涯学習活動の拠点として中央公民館を始め、地区

公民館、図書館などの施設を設置し、市民の教養を高め、また、趣味の活

動を促すとともに、各種講座や事業に係る情報の提供を行っています。 

● 公民館では、生涯学習を活発化するため、市民の手による尾張旭市民塾

「あさぴーなび」の開催や各種同好会・サークルなどに学習活動の発表の

場を提供し、こうした活動を支援しています。 

● また、スカイワードあさひには、この地域では貴重な高性能の太陽専用

望遠鏡と口径５０cm の反射望遠鏡を備えた天体観測室があり、定期的に太

陽観望会、親子天体観測教室などを開催しています。 

● 一方、図書館では、幼い頃から読書に親しむことができるよう「尾張旭

市子ども読書活動推進計画」に基づき、学校、地域と連携し、子どもの読

書活動を推進しています。また、生涯学習活動の拠点として、日常生活の

課題解決、調査・研究、教養、娯楽に資することができるよう、様々な資

料を提供し、年々その来館者数、貸出点数、予約・リクエスト件数は増加

しています。 

● こうした多様な活動を行っている各生涯学習施設ですが、現在では、施

設の老朽化に伴い、適宜適切な改修を必要としており、また、図書館にお

いては、施設が手狭となり蔵書の収容が困難となってきています。
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〔計画の体系〕 

豊かな人生を彩る   ⑴ 生涯学習活動の参加促進 

生涯学習の振興      ⑵ 生涯学習情報の提供 

     ⑶ 生涯学習施設の利用促進 

⑷ 読書環境の整備 

 

〔課題〕 

○ 民間や大学などで実施される教養講座などが様々に行われている中で、

市民の生涯学習のきっかけづくりとなるような講座の開講や、社会人と

しての経験や生涯学習活動などを通して取得した知識経験を地域へ還元

できるような取り組みの充実が求められています。 

○ 生涯学習へのきっかけづくりとして、行政のみならず民間や大学など

が実施している生涯学習の講座や教室の情報を可能な限り集約し、市民

に提供するとともに、個々の市民ニーズにあった講座等を紹介できるよ

うにすることが求められています。 

○ 地域の教育力の向上を図るため、公民館等の利用状況などを検証し、

より地域に開かれた施設となるようそのあり方を市民の意見を聞きなが

ら検討する必要があります。 

○ 生涯学習施設の多くが建設から３０年以上経過し、施設の長寿命化や

バリアフリー化などに適切に対応していくことが求められています。 

○ 図書館では、開館当時と比べ、図書館に対する市民ニーズが多様化し

ており、基本的な閲覧、蔵書スペースの絶対的な不足への対応とともに、

ボランティア活動や様々な情報提供の場、専門スタッフの確保など、そ

の運営について検討する必要があります。 
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〔基本事業〕 

⑴ 生涯学習活動の参加促進 

（方針） 

○ 民間等の行う生涯学習事業とすみ分けをしながら、子どもから大人

まで、市民一人一人がいつでもどこでも学べる環境づくりを目指しま

す。 

〔個別事業〕 

事業 学習機会の提供 

概要 ・ 市民の多様な学習意欲に応じるため多種多様な講座を開催し

ます。 

・ 高齢者が、健康で生き生きとした人生を送り、時代にあった

課題にも対応できるよう学習メニューを検討します。 

・ 専門の講師から教わるだけの講座から、受講生が講座終了後

も研鑽を重ね、学んだことを講師としてほかの人にも教えたり、

ボランティアとして講座の企画、運営にも参画したりするなど、

社会還元型のシステムづくりを推進します。 

・ 地域のニーズに応じた講座の開催に努め、地元住民を講師に

積極的に活用するなど、地域で求められる事業の展開を図りま

す。 

 

⑵ 生涯学習情報の提供 

（方針） 

○ 行政が開催する講座などのほか、民間の行っている講座なども含め

て情報の収集、整理、提供を行うとともに、相談体制を整備します。 

〔個別事業〕 

事業 学習情報の提供 

概要 ・ 市民によりわかりやすく生涯学習情報を提供するため、市や

各種団体主催の教室・講座・イベント等の情報を一元化し、情

報提供を行います。 

・ 民間施設や大学等が行っている生涯学習情報を収集し、必要

な方に必要な情報を提供できるようにします。 

・ 地区公民館ごとに、事業内容やサークル紹介、地域行事など

を地域に周知、紹介ができるよう、情報提供を行います。 
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事業 相談体制の整備 

概要 ・ 生涯学習を始めるきっかけづくりや学習活動を促進するため、

学びを求める人や提供したい人に学習情報、指導者、学習グル

ープの紹介などの相談を行います。 

 

⑶ 生涯学習施設の利用促進 

（方針） 

○ 地域に開かれ、地域に根差した生涯学習施設となるよう、施設の運

営方法の見直し、改善を図り、生涯学習施設を拠点として地域づくり

のための人材の育成が図られるよう事業を展開します。 

○ 利用者が安心して施設を利用できるよう、常日頃から施設の状況を

把握し、適切な対応に努め、備品等を含め施設の長寿命化に向けた改

修等を計画的、効率的に実施します。 

〔個別事業〕 

事業 地域に開かれた公民館を目指す事業の展開 

概要 ・ 地区公民館職員を校区担当職員として併任し、自治会をはじ

めとする各種地域団体に積極的に関わることで、地域の状況や

課題の把握に努め、地域づくりのアドバイザーとして、活動の

支援や行政と地域との関係づくりに努めます。 

・ 人づくり・まちづくりの場である公民館では、地域住民の経

験やキャリアを積極的に活用し、ともに学び、ともに教えなが

ら住民が一体となって、地域の活性化を図れるよう、施設の活

用を促進します。 

 

事業 安心・快適な利用ができる施設づくり 

概要 ・ 施設利用者が安心して、快適に使えるよう、常日頃から施設

の状況確認に努めるとともに、長期的な施設修繕計画に基づき、

計画的、かつ効率的な施設の改修を実施します。また、利用者

からの声に耳を傾け、より使いやすい施設への改善に努めます。 

・ スカイワードあさひ天体観測室の望遠鏡をはじめ、生涯学習

施設に必要な備品の更新を行います。 
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⑷ 読書環境の整備 

（方針） 

○ 図書館資料の充実を図り、資料の提供のみならず、調査・研究の援

助、読書相談の充実を図ります。 

○ 図書館利用の促進を図るとともに、市民の読書奨励を図ります。 

○ 施設の充実を図り、市民が満足できる図書館サービスを実施します。 

〔個別事業〕 

事業 資料の提供 

概要 ・ 図書、逐次刊行物、視聴覚資料及びデータベース等の資料を

適切に選定し、かつ計画的に受け入れます。 

・ 利用者の調査、研究の支援及び読書相談等のレファレンスサ

ービスを適切に行うことができるよう職員の育成を行います。 

・ 朝見武彦文庫として整備を進めてきた健康に関する資料の適

切な管理を行います。 

・ 愛知医科大学及び近隣３市（瀬戸市、日進市、長久手市）と

連携し、医学・健康情報の発信に努めます。 

 

事業 読書の奨励 

概要 ・ 子ども読書活動推進計画に基づき、幼い頃から読書に親しむ

ため、読み聞かせ等の活動を推進します。 

・ 読書の奨励と図書館の利用促進を図るため、特集コーナーの

設置や各種催し物を開催します。 

 

事業 図書館施設の充実・整備 

概要 ・ 市民にとって必要かつ充分な資料提供ができるよう、書架の

配置、スペースの有効利用に努めます。  

・ 快適に館内にて過ごせるよう施設の維持、整備に努めます。 

・ 駐車場や配架スペースなど図書館に関する様々な課題があり、

その他運営の面も含めて、今後の図書施設のあり方について検

討します。 
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第５節 心の豊かさを感じる文化の継承と振興 

〔現状〕 

● 文化は、地域に住む私たち市民共有の社会的な財産であり、市民の心

の豊かさを育み、地域のつながりや地域意識の醸成に寄与するものです。

その内容は、棒の手やざい踊りなどの民俗芸能や地域の伝統行事であっ

たり、茶道、華道、書道などの伝統文化や音楽、絵画などの芸術であっ

たり、また囲碁、将棋などの娯楽の分野など、大変多岐にわたっていま

す。 

● 本市では、平成１９年度に尾張旭市文化振興計画（平成２０年度～平

成２９年度）を定め、文化を通して、生活の向上につなげていけるよう

様々な取り組みを行っています。文化振興計画は当面の間延長し、文化

振興に取り組んでいます。 

● 現在、本市に残されている文化財のうち、愛知県指定の文化財が１件、

市指定の文化財が１３件、国の登録有形文化財が２件あり、その他にも

史跡・文化財等があり、その保存と活用に努めています。 

● 特に人づてに古くから郷土に伝わってきた伝統文化については、その

価値を市民共有のものとして後世に伝えていく必要がありますが、現在、

その担い手の高齢化が進んでいます。そのため、無形民俗文化財保存団

体の活動を支援するなど、若い方々が伝統文化を知り後継者となってい

ただけるようその継承と育成に努めています。 

● また、本市の史跡めぐりなどで活躍していただいているガイドボラン

ティアの方々については、その活動を支援し、本市の歴史や文化に対す

る市民の理解を深めるよう、取り組みを行っています。 

● さらには、古い民具や古文書、考古資料等を収集し、保存活用すると

ともに、文化財の保護、保全、文化の継承などの支援・育成を目的に「文

化振興基金」を創設し、市民や企業等に協力を求めています。 

● 一方、文化芸術活動に対する市民要望に幅広く応え、その活動を促進

するため、市内の文化団体等によって構成されている｢尾張旭市文化協

会｣の活動を支援しています。 

● こうした中で、昭和５６年に開設した文化会館は、単に劇場としての

機能だけではなく、より一層、文化芸術に携わる市民の活動を支えるた

めの機能が求められるようになってきました。 

● こうした多様化する市民ニーズに対し、より効果的・効率的に施設の

管理運営を行うため、文化芸術活動の拠点である尾張旭市文化会館に、

平成１９年度から民間の能力やノウハウを活用できる指定管理者制度※

を導入しています。なお、文化会館については、平成２８年度に文化会

館長期修繕計画を策定し、この計画をもとに適正な修繕を実施していま

す。 

指定管理者制度：民間事業者等が、公の施設の管理運営を行うことで、民間のノウハウやアイデアを活用し、住民

サービスの向上及び経費の節減等を図ることを目的とした制度のこと。 
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〔計画の体系〕 

 心の豊かさを感じる        ⑴ 文化財、伝統文化の保存と継承 

文化の継承と振興         ⑵ 地域文化活動団体の育成 

                  ⑶ 芸術文化活動の環境整備 

 

〔課題〕 

○ 無形民俗文化財を継承している団体の中には、後継者不足等により、活

動が停滞ぎみの団体もあり、その継承者の育成が求められています。 

○ 指定文化財、市民から寄贈された資料、市誌編さん作業を通して収集し

た資料等を適切に管理するとともに、活用を図るための取り組みが必要で

す。 

○ 文化芸術活動の普及促進のため、文化協会加盟団体間の連携強化を図る

とともに、活動の活性化が必要です。 

○ 文化会館については、長期修繕計画（平成２８年度）に基づき平成３０

年度に天井耐震化工事を含む大規模な改修を行い、引き続き文化芸術活動

の拠点施設としてふさわしい施設として必要な維持管理を適切に実施する

必要があります。 
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〔基本事業〕 

⑴ 文化財、伝統文化の保存と継承 

（方針） 

○ 無形民俗文化財の保存活動を支援し、次世代の担い手の育成を目指

します。 

○ 史跡・文化財の保存活動を継続して行い、未来に継承するとともに、

市民共有の財産であることを認識し、積極的な活用を図ります。 

〔個別事業〕 

事業 無形民俗文化財の継承 

概要 ・ 市指定の無形民俗文化財を保護するとともに後継者の育成を

行うため、保存会の指導、支援を行います。 

 

事業 伝統文化や郷土の歴史の保存と公開 

概要 ・ 市内に残る史跡や文化財、市民から寄贈された民具や市内か

ら発掘された貴重な埋蔵文化財など歴史的に価値のある資料等

に対する保護意識の高揚を図ります。 

・ 無形民俗文化財保存団体やボランティア団体の活動、文化財

の見学情報等をホームページで公開するなど、伝統文化に触れ

ることのできる機会の創出に努めます。 

・ ホームページ上で、歴史民俗資料などの検索や鑑賞をするこ

とができるデジタルミュージアム※の構築を進めます。 

 

⑵ 地域文化活動団体の育成 

（方針） 

○ 文化芸術活動に対する市民要望に幅広く応えることができるよう、

地域の文化芸術団体が加盟する尾張旭市文化協会を支援します。 

〔個別事業〕 

事業 地域文化活動団体の育成 

概要 ・ 地域文化芸術活動の担い手である文化協会の活動に必要な支

援を行います。 

 

 

 

 

  
デジタルミュージアム：文化財の所在や特徴、イベント、文化事業の情報を一元化し、また保有する美術品や歴史

資料、建物や無形文化財等をはじめとした資源をデジタル化して、ホームページ上で誰もが情報の検索や収集、

鑑賞できる仕組みのこと。 
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⑶ 芸術文化活動の環境整備 

（方針） 

○ 市民の芸術文化活動の発表と鑑賞の機会の充実を図ります。 

○ 効率的で質の高いサービスの提供を行うため、指定管理者制度を継

続して活用します。 

○ 文化芸術活動の拠点である文化会館の適切な維持管理に努めます。 

〔個別事業〕 

事業 文化活動を行うための場の提供 

概要 ・ 市民の文化活動の目標として、日頃の成果を発表し、鑑賞で

きる「市民文化祭」の充実を図ります。 

・ 市民が身近な施設で、気軽に作品を発表、鑑賞できるよう、

市内公共施設のギャラリー化を進めます。 

・ 文化会館長期修繕計画に基づき改修を進めるとともに、芸術

文化の振興を図るため、拠点施設である文化会館の活性化に努

めます。 

 

事業 指定管理者制度の活用 

概要 ・ 文化会館の管理・運営に指定管理者制度を活用してきた経験

を生かし、必要な改善を図りながら、引き続き指定管理者制度

を活用し、より効率的でより質の高いサービス提供を行います。 

 

事業 文化会館の適切な維持管理 

概要 ・ 利用者が安心で快適に施設を使うことができるよう、適切な

施設の維持管理に努めます。 

・ 計画的に文化会館の改修を行うとともに、緊急的な不具合が

発生した場合は、施設の利用に不都合がないよう対応します。 
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第６節 健やかな人生を拓くスポーツの振興 

〔現状〕 

● 人生８０年時代を迎え、私たちの関心は、日々健康で暮らし、生涯

を通し健やかな人生を送ることに向けられています。 

● 本市では、平成１６年に健康都市宣言を行い、スポーツの分野にお

いても、市民が気軽に体を動かすためのきっかけづくりとして、運動

を通して健康づくりができるよう様々な取り組みを行っており、体育

施設の利用者数からみた愛好者は、近年、延べ４０万人近くで推移し

ています。 

 ● こうした中で、平成１９年に西中校区を中心に「スポーツクラブあ

さぴー西」を発足させました。この組織は、文部科学省の定めたスポ

ーツ振興基本計画に基づくもので、総合型地域スポーツクラブ※に位置

づけられるものです。当初は西中校区を対象としていたものですが、

平成２２年には市全域を対象とした「スポーツクラブあさぴー」とし、

子どもから高齢者まで多世代が、様々なスポーツを継続して行う土壌

が整備されつつあります。このため、本市ではこの活動のＰＲや活動

場所の確保など必要な支援を行っています。 

● また、スポーツ活動の機会確保では、市民がスポーツに親しみ、競

技力の向上と生きがい・健康づくりに取り組むことができるよう、尾

張旭市体育協会が中心となって市民誰もが参加できる市民体育大会を

開催しています。 

● 体育協会では、この体育大会のほかスポーツの普及を図るため、ス

ポーツ指導者の確保や育成を進めています。こうした活動は、スポー

ツの振興に大きく資することから、体育協会の体制の自立化、経営の

安定化に向けた組織の支援を行っています。 

● 一方、施設管理においては、民間の能力やノウハウを活用すること

により、多様化する市民ニーズに柔軟に対応するとともに運営の効率

化を図るため、指定管理者制度を導入しています。 

● このように施設管理に係るサービス向上や効率化のための取り組み

を行っています。しかし、現在の総合体育館やテニスコート、プール

等の多くは、昭和５０年代に整備されたものであり、経年による老朽

化が進んでいるため、随時必要な改修を行っているところです。 

総合型地域スポーツクラブ：誰もが身近な地域でスポ－ツに親しむことのできる新しいタイプのスポーツクラブで、多

世代、多種目、多志向という特徴を持ち、地域住民により自主的・主体的に運営されるスポーツクラブのこと。 
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〔計画の体系〕 

  健やかな人生を拓く     ⑴ スポーツ活動の参加促進 

スポーツの振興       ⑵ スポーツ団体・指導者の育成 

              ⑶ スポーツ活動の環境整備 

  

〔課題〕 

○ レクリエーション、ニュースポーツ※の普及によるスポーツ活動参加へ

のきっかけづくりが求められるとともに、各種指導者の育成、スポーツ

教室やスポーツ大会への参加者を増加させるなど、スポーツ愛好家の底

辺の拡大が求められています。 

○ 誰もがその適性及び健康状態に応じてスポーツを行うことができるよ

う、必要な配慮をしつつ推進していくことが求められています。 

○ 活動場所や指導者を確保することにより、総合型地域スポーツクラブ

の自主的・主体的な運営を進めることが必要です。 

○ スポーツ団体間の連携を図り、スポーツ活動の普及促進を図るために、

体育協会の体制の自立化、経営の安定化が必須となっています。 

○ 老朽化した体育施設については、民間や広域的施設の配置などを考慮

しつつ、現施設の利用状況や管理のコストなどを明示して、本市として

あるべき施設の整備を検討する必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ニュースポーツ：新しく考案されたり、古くから諸外国で伝統的に行われてきたスポーツを、比較的取り組みやす

く変形・改良したりした軽スポーツを総称したもの。 
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〔基本事業〕 

 ⑴ スポーツ活動の参加促進 

（方針） 

○ ニュースポーツ体験会や教室等を開催し、スポーツを行うきっかけづ

くりを行います。 

○ 競技力の向上を目指して、スポーツ大会を開催します。 

〔個別事業〕 

事業 レクリエーション、ニュースポーツの普及 

概要 ・ スポーツを行うきっかけをつくるため、ニュースポーツ体験

会、ウォーキング大会等を開催します。 

・ スポーツ推進員を各種団体へ派遣し、スポーツの実技の指導

等を行います。 

 

事業 市民体育大会の開催 

概要 ・ より充実した体育大会を開催するため、大会の運営をスポー

ツ団体である尾張旭市体育協会に委託します。 

 

事業 健康づくり事業の継続 

概要 ・ ウォーキングや、ラジオ体操等、市民が健康づくりを始める

きっかけをつくり、日常的に、気軽にスポーツにふれあう事業

を行います。 
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⑵ スポーツ団体・指導者の育成 

（方針） 

○ スポーツ活動の普及を図るため、スポーツ団体の経済的支援を継続

します。 

○ 総合型地域スポーツクラブの活動に必要な支援を継続します。 

〔個別事業〕 

事業 体育協会への継続的な支援 

概要 ・ 競技力向上、健全なアマチュアスポーツの普及を図るために

体育協会が実施する事業に対し補助を行い、だれでも気軽にス

ポーツに親しむことのできる環境づくりを目指します。 

・ 体育協会へ指導者の育成を委託し、指導者の確保を進めます。 

 

事業 総合型地域スポーツクラブの充実 

概要 ・ 地域住民が身近にスポーツ活動ができるよう総合型地域スポ

ーツクラブの自主的・主体的な事業運営の定着に向けてＰＲ活

動や活動場所の確保などの支援を行います。 

・ 総合型地域スポーツクラブ「スポーツクラブあさぴー」の事

業運営に係る支援を行います。 
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⑶ スポーツ活動の環境整備 

（方針） 

○ 体育施設の現状や利用率を把握し、スポーツ活動に必要な施設の確

保に努めます。 

○ 効率的で質の高いサービスの提供を行うため、指定管理者制度を継

続して活用します。 

○ 施設の安全性、利便性を高めるため、体育施設の適切な維持管理に

努めるとともに、老朽施設の改修に際してはあるべき姿を模索し、計

画的な更新を図ります。 

〔個別事業〕 

事業 学校体育施設の開放の継続 

概要 ・ 体育施設の不足を補う事業として、学校体育施設の空き時間

帯を利用した、一般利用者への貸し出し業務を引き続き行いま

す。 

 

事業 指定管理者制度の活用 

概要 ・ 体育施設の管理・運営に指定管理者制度を活用してきた経験

を生かし、必要な改善を図りながら、引き続き指定管理者制度

を活用し、より効率的でより質の高いサービスの提供を行いま

す。 

・ 体育施設以外で運動施設を有している、東部市民センターな

どとの連携を図り、当該施設のスポーツ活動の情報を提供しま

す。 

 

事業 体育施設の適切な維持管理 

概要 ・ 利用者が安心で快適に施設を使うことができるよう、適切な

施設の維持管理に努めるとともに、今後の施設のあり方につい

て検討します。 

・ 緊急的な不具合が発生した場合は、施設の利用に不都合がな

いよう対応します。 
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資料編 

用語解説（五十音順） 

 

用  語 解   説 

ＩＣＴ（P15） 
 Information and Communication Technology「情報通信技

術」の略であり、情報関連技術とその活用を目指すこと。 

あさひスマイルコミュニテ

ィー（P26） 

尾張旭市版コミュニティ・スクールの名称。学校教育の充

実、生涯学習社会の実現、地域の教育力の向上をねらいとし、

学校・家庭・地域が一体となって地域ぐるみで子どもを育て

る体制を整えることを目的としたもの。 

ＡＬＴ（P15） 

 Assistant Language Teacher「外国語指導助手」の略であ

り、児童生徒の英語発音や国際理解教育の充実を目的に小中

学校に派遣される者。 

おやじのチカラ(P21) 

男性保護者を中心に設立されたグループ活動。小学校区毎

に「おやじのチカラ」、「ととクラブ」などの名称で学校を支

援するための活動を行っている。 

尾張旭市通学路交通安全プ

ログラム（P20） 

教育委員会と関係機関が連携して、小中学校の通学路の安

全確保に向けた取組のこと。 

学校生活指導補助員（P17） 

 発達障がい等、個々の配慮を必要とする子どもたちへの学

習や生活面での適切な指導・支援について、個々の学習を充

実させるとともに、学級全体の指導が十分行われるように配

置された者。 

キャリア教育（P12） 

 一人一人の社会的・職業的自立に向け、必要な基盤となる

能力や態度を育てることを通して、社会の中で自分の役割を

果たしながら、自分らしい生き方を実現していく過程を促す

教育のこと。 

グランドデザイン（P18） 

 学校の教育目標・方針・理念に向かって取り組んでいこう

とする教育活動と学校経営の全体構想図であり、各校の特色

などをわかりやすく１枚の図にしたもの。 

ゲストティーチャー（P24） 
地域の方々に、それぞれが持っている技能を生かし、講師

として指導を行ってもらうこと。 

心のアドバイザー（P4） 
発達障がい等に関する相談に対応するために必要な専門的

な知識と経験を有する者のこと。 

子育て支援センター（P23） 

乳幼児とその保護者が、好きな時間に自由に来て、いっし

ょに好きな遊びを楽しんだり、子どもや保護者同士の仲間づ

くりをする事ができるような遊び場の提供と支援活動を行う

場所のこと。 

こ ど も の 発 達 セ ン タ ー

（P12） 

心身の発達に遅れや心配のある子どもの早期発見と発達支

援を目指し、保護者の子育ての不安解消や、今後の成長に合

わせた適切な関わりを行う場所のこと。 
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用  語 解   説 

指定管理者制度（P34） 

 民間事業者等が、公の施設の管理運営を行うことで、民間

のノウハウやアイデアを活用し、住民サービスの向上及び経

費の節減等を図ることを目的とした制度のこと。 

情報モラル（P15） 

 インターネットや携帯電話などの普及に伴い、非常に多く

の情報に接することができる情報社会を生きぬき、健全に発

展させていく上で、身につけておくべき考え方や態度のこと。 

少人数指導授業（P12） 
 学級を 2 つ以上の学習集団に分けたり、複数の教員が 1 つ

の学級を指導したりする授業のこと。 

食育（P11） 

 様々な経験を通して「食」に関する知識と「食」を選択す

る力を習得し、健全な食生活を実践することができる人間を

育てること。 

スクールカウンセラー（P4） 

児童生徒や保護者の抱える悩みを受け止め、学校における

カウンセリング機能の充実を図ることができる、臨床心理士

のこと。 

スクールソーシャルワーカ

ー（P4） 

いじめ、不登校、暴力行為、児童虐待など生徒指導上の課

題に対応するため、教育分野に関する知識に加えて、社会福

祉等の専門的な知識・技術を用いて児童生徒の置かれた様々

な環境に働きかけて支援を行う者。 

総合型地域スポーツクラブ 

（P38） 

誰もが身近な地域でスポ－ツに親しむことのできる新しい

タイプのスポーツクラブで、多世代、多種目、多志向という

特徴を持ち、地域住民により自主的・主体的に運営されるス

ポーツクラブのこと。 

総合的な学習の時間（P16） 

 変化の激しいこれからの社会に対応できるよう、自ら課題

を見付け、自ら学び、考え、主体的に判断し、よりよく問題

を解決する資質や能力など、生きる力を育てることをねらい

とするもの。 

地産地消（P11） 

地域で生産された様々な食材をその地域で消費すること。

本市では、地元食材であるプチベールを使用した｢尾張旭風ポ

トフ｣や、イチジクを使用した「いちじくタルト」を提供する

など、取り組みを進めている。 

通級指導教室（P17） 

通常の学級に在籍する、比較的軽度の障がいがある児童生

徒に対して、障がいの状態に応じた指導を行うための教室の

こと。 

適応指導教室（P4） 

 学校不適応児童生徒の増加とその態様の多様化に対応し、 

その個々の状態に応じた指導を行うことにより、学習意欲、

自立心、社会性等を育て、学校生活への復帰を図ることを目

的に設置された教室のこと。 

デジタルミュージアム 

（P36） 

 文化財の所在や特徴、イベント、文化事業の情報を一元化

し、また保有する美術品や歴史資料、建物や無形文化財等を

はじめとした資源をデジタル化して、市のホームページ上で、

誰もが情報の検索や収集、鑑賞できる仕組みのこと。 
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用  語 解   説 

特色ある学校づくり（P12） 

 各校がそれぞれの教育理念や教育方針に基づき、児童生徒

や地域の実態を踏まえて、創意工夫を凝らした学校づくりを

実施すること。 

特別支援教育（P17） 

 障がいのある児童生徒の自立や社会参加に向けた主体的な

取り組みを支援するという視点に立ち、児童生徒一人一人の

教育的ニーズを把握し、その持てる力を高め、生活や学習上

の困難を改善又は克服するため、適切な指導及び必要な支援

を行う教育のこと。 

ニュースポーツ（P39） 

新しく考案されたり、古くから諸外国で伝統的に行われて

きたスポーツを、比較的取り組みやすく変形・改良したりし

た軽スポーツを総称したもの。 

認定こども園（P26） 

幼稚園、保育所等のうち、就学前の子どもに幼児教育・保

育を提供する機能と、地域における子育て支援を行う機能を

備える施設で、都道府県知事が認定した施設のこと。 

ネイティブスピーカー 

 （P15） 

ある言語を母国語として話す人のこと。ここでは、英語を

母国語とする人。 

ハザードマップ（P16）  災害による被害を予測し、危険箇所を地図上に表したもの。 

ファミリーサポートセンタ

ー(P23) 

子育て支援の輪を作り、安心して暮らせることができるよ

うな環境づくりを目的として、子育ての援助をしてほしい人

（依頼会員）と子育ての援助をしたい人（援助会員）が、お

互いに助け合いながら活動する会員組織のこと。 

ホリデースクール（P21） 
学校が休みとなる日に、地域の方々の参画を得て、子ども

たちに安心して活動できる場を提供すること。 

メンタルフレンド（P4） 

 家庭に引きこもりがちな児童生徒を対象に、話し相手にな

ったり、一緒に遊んだりなどしてくれる人を各家庭に派遣す

る制度のこと。 
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